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ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
と
ヒ
ラ
リ
ー

・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の
ど
ち
ら
の
候
補
が
大

統
領
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
対
中
強
硬
路

線
を
取
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
中
国
人
の
間
で
は
ト
ラ

ン
プ
氏
の
方
が
人
気
が
高
い
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、「
中
国
か
ら
の
輸
入
品

に
45
％
の
関
税
を
か
け
る
」「
中
国
は
為
替

操
作
を
し
て
い
る
」
な
ど
と
露
骨
な
反
中

姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。
中
国
も
表
向
き
は

警
戒
を
強
め
て
お
り
、
３
月
中
旬
に
は
政

府
系
新
聞
に
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選
は
テ

ロ
に
値
す
る
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
も
な
お
、
本
音
で
は
ト
ラ
ン
プ

氏
の
方
が
好
ま
し
い
と
感
じ
て
い
る
中
国

人
が
多
い
の
は
、
批
判
の
矛
先
が
経
済
に

向
け
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。
経
済
面
で
あ

れ
ば
、
中
国
も
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

や
す
い
。
経
済
の
互
恵
関
係
が
出
来
上
が

れ
ば
、
米
中
関
係
も
安
定
す
る
と
期
待
し

て
い
る
の
だ
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
国

務
長
官
時
代
に
、
南
シ
ナ
海
で
の
軍
事
行

動
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
に
対
し
、
中
国

を
強
く
非
難
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
強

統
領
選
挙
は
、
図
ら
ず
も
、
中
国
共
産
党

に
自
信
を
与
え
た
面
も
あ
る
よ
う
だ
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
、
移
民
排
斥
な
ど
の
ポ
リ
テ

ィ
カ
ル
・
イ
ン
コ
レ
ク
ト
（
政
治
的
タ
ブ

ー
）
を
口
に
し
、
有
権
者
の
心
を
つ
か
ん

だ
。
民
主
党
の
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス

氏
は
、
財
政
を
無
視
し
て
学
費
無
料
な
ど

の
理
想
主
義
を
掲
げ
て
、
大
躍
進
し
た
。

有
権
者
が
、
自
分
た
ち
の
不
満
を
代
弁
し

て
く
れ
て
い
る
か
、
自
分
た
ち
の
生
活
に

恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
か
ど
う
か
を
投
票

の
基
準
に
し
て
お
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

（
人
気
主
義
）
に
陥
っ
て
い
る
。

　
共
産
党
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
西
側
民

主
主
義
が
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
（
行
き
詰
ま

り
）
に
乗
り
上
げ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
党
独
裁
の
自
分
た
ち
の
方
が
国
の
将
来

を
考
え
て
政
治
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
、

自
信
を
深
め
て
も
お
か
し
く
な
い
。（
談
）

呉
軍
華
●
日
本
総
合
研
究
所
理
事

次
期
政
権
は
対
中
強
硬
か

ト
ラ
ン
プ
待
望
論
も
浮
上

い
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
。

人
権
や
民
主
化
な
ど

の
〝
価
値
観
〟
で
中

国
を
批
判
す
る
と
こ

ろ
も
、
手
ご
わ
い
交

渉
相
手
に
映
る
。

　
他
方
、
今
回
の
大

ご・ぐんか／中国・復
旦大学を卒業後、
1990年に東京大学大
学院博士課程修了。
2006年より現職。ワ
シントンD.C.で中国
研究を行っている。
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